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          ！法人内事業空き状況速報！（平成 28 年 10 月末時点） 

事業所 事業 
空き状況 

（○：空き有り、△：満員になる可能

性有り、×：空き無し） 

浅野社会復帰センター 

就労移行支援事業 ○ 

就労継続支援Ｂ型事業 ○ 

あさのホーム × 

地域活動支援センター「ひこうき雲」 随時見学受付中！ 

ジョブサポートセンター黒崎 就労移行支援事業 ○ 

ジョブサポートセンター八幡 
就労移行支援事業 △ 

自立訓練（生活訓練）事業 △ 
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社会福祉法人 北九州精神保健福祉事業協会 

北 九 州 市 立  浅 野 社 会 復 帰 セ ン タ ー 発行・編集  

ホームページアドレス http://k-seishin.jp 

  information@k-seishin.jp 

第 199号 

平成 28年 11月 1日発行 

40社以上集ま

った会場に、

オレも緊張し

ちゃったゼ～ 

なかなかない機会なので何社か面接を受けることができて

よかったです。 

どういった企業に並ぶ人が多いのかなど、会場の雰囲気がわか

りました。 

緊張したけれど、一次ということで当たりがそこまで厳しくなかっ

たです。 志望動機と自己紹介を言えるよう準備していまし 

たが、どちらも 聞かれたため準備していてよかったです。 

 個人的には、「面接」というより「エントリーする」というイメージ 

でした。 



 

 

 

 

 

  

   

氷のサプライズが。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浅野社会復帰センター 事業案内 

【就労移行支援事業・就労継続支援B型事業】  

一般企業への就職を希望する精神障がいの方を対象に、就労に必要な知識や能力の向上のための訓練、就職活動

や就労後の職場定着への支援を行います。 

【地域活動支援センター 「ひこうき雲」】 

 メンバーはオープンスペースの利用ができ、日中活動を中心とした各プログラムへの参加ができます。原則とし

て北九州市にお住まいで、精神科医療機関を利用されている方を対象としています。 

16.09.29 カローリング  

ブービー賞は、チーム「オールナイト」。 

手元には、サプライズのかき氷。 

接戦を制したのは、チーム「クラブ」。 

優勝おめでとうございます！ 
ブルーハワイかと思ったら、エ

メラルドパインでビックリ！ 

大会は、4チーム 12名の利用者と、職

員チーム 1 チームの 5 チームによる、総

当たり戦。お菓子やジュースを楽しみな

がら、時になごやかに、時に火花を散ら

しながらの楽しいひと時となりました。 

 

熱戦の後は、順位発表。チームごとに、実

行委員さんから、景品の授与がありました。

景品は、駄菓子からカップラーメンまでバラ

エティに富んだラインナップ。ブービー賞に

は、景品に加えてかき氷のサプライズが。 

 

参加者の声 

 最初は狙った方向に投げられず、どうなるか

と思ったけど、だんだん狙い通りに点数が取れる

ようになり、楽しかった。また参加したい！ 

 

実行委員より 

 あっという間に過ぎた、楽しい時間でした。そ

れぞれの都合もあってなかなか集まれず心配だ

ったけれど、それぞれのがんばりで盛り上げるこ

とができました。 



 

   

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日 月 火 水 木 金 土 

  
 

1 2 3 4 5 

 
 

 

①ﾆｭｰｽの会 

(16:00 集合) 
閉館日 

 
閉館日 

6 7 8 9 10 11 12 

閉館日 
  

②街美化 

（9:30 集合） 

③映写会 

(13:00 集合) 
 閉館日 

13 14 15 16 17 18 19 

閉館日 
 

 
④茶話会 

(14:00 集合) 
★卓球日 

 
閉館日 

20 21 22 23 24 25 26 

閉館日 
 

⑤バスハイク 

（8:45 集合） 
閉館日  

⑥自炊の会 

（13:30 集合） 
閉館日 

27 28 29 30  
 

      

閉館日 
⑦外食会 

（12:15 集合）  

⑧卓球大会 

(13:00 集合) 
   

地域活動支援センター「ひこうき雲」 

１１月行事予定表 

『卓球フリー練習日のお知らせ』 

行事の無い日の 13：30～15：00 で、浅野社会復帰センター2 階食堂にて卓球のフリー練習を行っています。        

関心をお持ちの方は、気軽にご参加下さい。尚、卓球を行っている時間、ひこうき雲は閉館してます。                                                     

【11 月の実施予定日】                                                                                                             

1 日(火)、2 日(水)、4 日(金)、7 日(月)、8 日(火)、9 日(水)、11 日(金)、14 日(月)、15 日(火)、17 日(木)、            

18 日(金)、21 日(月)、29 日(火) 

*研修、その他事情等により、当日中止にする場合もあります。                                                                                         

④16 日(水)は、茶話会を行います。14:00 から始めます。来月の行事や日頃感じていること等を、皆様で意見交換しましょう。 

⑥25 日(金)は、自炊の会を行います。今月は「牛丼、梅キャベツ、豆腐と茗荷の味噌汁」です。参加費 300 円とお米 1 合を持参下

さい。参加希望の方は、13:30 迄に 2 階ひこうき雲に集合して下さい。予約制。 

⑧30 日(水)は、卓球大会（団体戦）を行います。参加希望の方は、13:00 迄に 2 階ひこうき雲に集合して下さい。 

①2 日(水)は、ニュースの会を行います。話題になっている時事、社会問題・ニュースを意見交換してみましょう。参加希望の方は、

16:00 迄に 2 階ひこうき雲に集合して下さい。 

③10 日(木)は、映写会を行います。当日参加される方々からリクエストのあった作品を鑑賞する予定です。 

参加希望の方は、13:00 迄に 2 階ひこうき雲に集合して下さい。 

⑦28 日(月)は、外食会を行います。今月は「九州工業大学･学食」を予定しています。お食事代（実費）と JR 運賃（片道）210 円

がかかります。参加される方は、12:15 迄に 2 階ひこうき雲に集合して下さい。 

②9 日(水)は、街の美化活動に参加します。9:30 迄に 2 階ひこうき雲に集合して下さい。＊雨天中止 

⑤22 日(火)は、バスハイクを行います。今年は「大分県別府市」に行く予定です。参加希望の方は、事前に申し込みが必要です。 

 詳しくは、右記までお問い合わせ下さい。ＴＥＬ：093-513-2570 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジョブサポートセンター黒崎 事業案内 

【就労移行支援事業】  

一般企業への就職を希望する精神障がいの方を対象に、就労に必要な知識や能力の向上のための訓練、就職活動や

就労後の職場定着への支援を行います。 

 

～観光＋日頃の運動不足解消＝楽しい ！～ 

 

門司港レトロ観光列車「潮風号」 

日本一速度が遅く、日本一距離が短いトロッコ列車。

外の景色を見ながら楽しく乗りました。始発でしたが、

立ち乗りの方がいるほどの盛況ぶりです。 

 

 関門人道トンネル 

片道 750ｍ、15分程度は一見短そうな 

距離だと思いましたが、歩いてみると意外

ときつく、普段歩いているメンバーも疲れ

ていました(笑) 

一度下関側の出口に出て、大砲や 

高杉晋作の紙芝居も見られました♪ 

 

世界平和パゴダ 

トロッコ列車に乗らなかったメンバーで行きました。 

和布刈公園山頂にそびえ立つ、国内唯一の本格的な 

ミャンマー式寺院です。 

 

めかりパーキングエリア 

最後に、お土産を買ったりプレミアムソフトクリームを

食べたりしました。ポケ〇ンも沢山ゲットしました！ 

写真は、ご本人の許可を得て掲載しています 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジョブサポートセンター八幡 事業案内 

【就労移行支援事業】 一般企業への就職を希望する発達障がいの方を対象に、就労に必要な知識や能力の向上のため

の訓練、就職活動や就労後の職場定着への支援を行います。 

【自立訓練(生活訓練)事業】 発達障がいの方を対象に、働くための生活リズムや体調を整えることを目的とした日中

活動や余暇活動を行います。 

ＪＳＣ八幡 就労教室 第五弾  

面接官は見た！！～ここが採否の ～ 

・面接のときにどこを見ているのかがリアルにわかったので、自分の面接のときにも役に立ちま

した。（ペンネーム しろ） 

・実際に面接する方の採用時の見方がわかってよかったです。どのような見方で面接にあたって

いるかが参考になりました。（ペンネーム 減量中） 

・「面接官の視点」がわかってとても参考になりました。（ペンネーム Ｓ．Ｓ） 

講師の方の熱のこもった 

お話を真剣に聞く皆さん。 

面談会や就職面接に向け 

て、準備するべきことを 

確認できました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

一般企業への就職を希望する精神障がいの方を対象に、就労に必要な知識

や能力の向上のための訓練、就職活動や就労後の職場定着への支援を行いま

す。 

 日中活動を中心としたプログラムを行います。原則として北九州市にお住

まいで、精神科医療機関を利用されている方を対象としています。 

〒802-0001 小倉北区浅野２丁目１６－３８ 

TEL ０９３－５３１－３８２３（代表）/０９３－５１３－２５７０（ひこうき雲） 

FAX ０９３－５１３－２５７１ 

・JR：小倉駅 北出口（新幹線側）より徒歩 10 分 

・バス：西鉄バス「砂津」「小倉駅バスセンター」より徒歩 10 分 

開館日 月曜日～金曜日 (土日祝日、お盆、年末年始は休館) 

お問合せ可能な時間帯 9：00～16：00 

一般企業への就職を希望する精神障がいの方を対象に、就労に必要な知

識や能力の向上のための訓練、就職活動や就労後の職場定着への支援を行

います。 

 

〒806-0033 八幡西区岡田町 2-14 八幡ﾊﾞﾌﾟﾃｽﾄ教会 敷地内 

TEL  ０９３－６１６－８１００   FAX  ０９３－６１６－８１１３ 

・JR：黒崎駅 南出口より徒歩１０分 

・バス：西鉄バス「熊手四ツ角」より徒歩３分 

開館日 月曜日～金曜日 (土日祝日、お盆、年末年始は休館) 

お問合せ可能な時間帯 9：00～16：00 

  
一般企業への就職を希望する発達障がいの方を対象に、就労に必要な知識

や能力の向上のための訓練、就職活動や就労後の職場定着への支援を行いま

す。 

 発達障がいの方を対象に、働くための生活リズムや体調を整えることを目的

とした日中活動や余暇活動を行います。 

〒805-0061 八幡東区西本町 2-2-1 さわらびガーデンモール八幡三番街 ２階 

TEL  ０９３－６１６－００２０   FAX  ０９３－６１６－００２４ 

・JR：八幡駅 出口より徒歩５分 

・バス：西鉄バス「八幡駅入口第一」より徒歩 1 分 

開館日 月曜日～金曜日 (土日祝日、お盆、年末年始は休館) 

お問合せ可能な時間帯 9：00～16：00 

社会福祉法人 北九州精神保健福祉事業協会 

基 本 理 念 

障害があっても一人の人間として尊厳をもって住み慣れた地域で自立した生活ができるように、障害者本人とその家族・地域の方々と協

働して支援し続けます。また、地域の社会資源の一員として市民の方々の福祉の向上に努めます。 

基 本 方 針 

（１）一人一人の個性や主体性を尊重し自己決定を基本とした支援を行う。 

（２）障害者が抱える問題を共に考え、解決を図る中で信頼関係を醸成し、自立意欲を育成する。 

（３）家族や関係機関・地域住民との緊密な連携による総合的アプローチを行う。 

（４）障害者に対する社会の理解を深めるため、あらゆる機会を通じて情報発信する。 

（５）可能な限り情報を開示して、事業運営の透明性を確保する。 

（６）専門職として自己研鑽に努める。 

あとがき 

 

 


